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ps

qt
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a
x
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・

R
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n
g
e

1
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S
fin

a
l,i ＝

K
・

１４

３

係
数S

fin
a
l,i

は
、
次
の
式
か
ら
得
ら
れ
る
。

1.2

係
数
ｒ
（
x1
、
x2
、
ｂ
）
は
、
次
の
式
で
算
定
す
る
。

r(x1
,
x2
,
b
)＝
１
－

(１
－

C
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こ
の
場
合
に
お
い
て
、
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J
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(－
4
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J
b ＋
４
)

J
b ＝

b

1
5・

B

1.2.1

考
慮
す
る
区
画
室
又
は
区
画
室
群
が
全
区
画
の
長
さ
（
Ls
）
に
わ
た
つ
て
延
び
て
い
る
場
合
に
は
、

G
＝
G
１ ＝
１２

b
1
1 J

b ２＋
b
1
2 J

b

1.2.2

考
慮
す
る
区
画
室
又
は
区
画
室
群
の
限
界
が
船
尾
端
又
は
船
首
端
の
い
ず
れ
と
も
一
致
し
な
い
場
合
に

は
、G

＝
G
２ ＝
－
１３

b
1
1 J
０
３＋
１２

(
b
1
1 J－

b
1
2 )
J
０
２＋

b
1
2 J
J
０

こ
の
場
合
に
お
い
て
、

J
０ ＝

m
in
(
J
,J

b )

1.2.3

考
慮
す
る
区
画
室
又
は
区
画
室
群
の
船
尾
側
の
限
界
が
船
尾
端
と
一
致
す
る
場
合
又
は
考
慮
す
る
区
画
室

又
は
区
画
室
群
の
船
首
側
の
限
界
が
船
首
端
と
一
致
す
る
場
合
に
は
、

G
＝
１２
・
(
G
２ ＋

G
１ ・

J
) ps
１
－

G

p
(x1

,
x2
)
qt
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第
七
e

二
規
則

係
数
si
の
計
算

１

係
数
si
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
区
画
室
又
は
区
画
室
群
に
関
連
す
る
仮
定
し
た
浸
水
の
そ
れ
ぞ
れ
の
場
合
に
つ
い
て
、

次
に
掲
げ
る
記
号
に
よ
り
、
こ
の
第
七
e

二
規
則
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
従
つ
て
算
定
す
る
。

θｅ
は
、
す
べ
て
の
浸
水
の
段
階
に
お
け
る
平
衡
角
と
し
、
度
で
表
す
。

θｖ
は
、
復
原
て
こ
が
負
と
な
る
場
合
に
お
い
て
、
浸
水
の
す
べ
て
の
段
階
に
お
け
る
角
度
又
は
風
雨
密
に
閉
鎖

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
開
口
が
水
に
没
す
る
角
度
と
す
る
。

GZmax
は
、
角
度
θｖ
ま
で
の
最
大
の
正
の
復
原
て
こ
と
し
、
メ
ー
ト
ル
で
表
す
。

範
囲
は
、
角
度
θｅ
か
ら
測
つ
た
正
の
復
原
て
こ
と
し
、
度
で
表
す
。
正
の
範
囲
は
、
角
度
θｖ
ま
で
計
算
す
る
。

浸
水
の
段
階
は
、
浸
水
の
処
理
の
過
程
に
お
け
る
す
べ
て
の
個
々
の
段
階
（
最
終
的
な
平
衡
状
態
に
達
す
る
ま

で
に
平
衡
化
の
前
の
段
階
が
あ
る
場
合
に
は
、
こ
れ
を
含
む
。）と
す
る
。

1.1

す
べ
て
の
初
期
の
積
載
状
態
di
に
お
け
る
あ
ら
ゆ
る
損
傷
状
態
に
対
す
る
係
数
si
は
、
次
の
式
か
ら
得
ら
れ

る
。si＝

S
in
te
rm

e
d
ia
te
,i

又
は

S
fin

a
l,i・

S
m
o
m
,i

の
小
さ
い
方

こ
の
場
合
に
お
い
て
、

S
in
te
rm

e
d
ia
te
,i

は
、
最
終
的
な
平
衡
段
階
ま
で
の
す
べ
て
の
中
間
的
な
浸
水
段
階
で
残
存
す
る
た
め
の

確
率
と
し
、
２
の
規
定
に
従
つ
て
計
算
す
る
。

S
fin

a
l,i

は
、
浸
水
の
最
終
的
な
平
衡
段
階
に
お
い
て
残
存
す
る
た
め
の
確
率
と
し
、
３
の
規
定
に
従
つ
て

計
算
す
る
。

S
m
o
m
,i

は
、
傾
斜
モ
ー
メ
ン
ト
に
対
し
て
残
存
す
る
確
率
と
し
、
４
に
従
つ
て
計
算
す
る
。

２

係
数S

in
te
rm

e
d
ia
te
,i

は
、
旅
客
船
に
つ
い
て
の
み
適
用
し
（
貨
物
船
に
つ
い
て
は
、S

in
te
rm

e
d
ia
te
,i＝

１

と
す
る
。）、
す
べ
て
の
浸
水
段
階
（
平
衡
化
の
前
の
段
階
が
あ
る
場
合
に
は
、
こ
れ
を
含
む
。）か
ら
得
ら
れ
る

係
数
ｓ
の
最
小
値
を
と
る
も
の
と
し
、
次
の
と
お
り
計
算
す
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、

GZmax
は
、
〇
・
〇
五
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
値
は
と
ら
ず
、
範
囲
は
、
七
度
を
超
え
る
値
は

と
ら
な
い
も
の
と
す
る
。
中
間
の
横
傾
斜
角
が
十
五
度
を
超
え
る
場
合
に
は
、S

in
te
rm

e
d
ia
te＝
０

と
す
る
。

平
衡
化
装
置
が
必
要
で
あ
る
場
合
に
は
、
平
衡
に
要
す
る
時
間
は
、
十
分
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、

G
Z
m
a
x

は
、
〇
・
一
二
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
値
は
と
ら
な
い
も
の
と
す
る
。

範
囲
は
、
十
六
度
を
超
え
る
値
は
と
ら
な
い
も
の
と
す
る
。

θ
ｅ
≦
θ

m
in

の
場
合
に
は
、K

＝
１

θ
ｅ
≧
θ

m
a
x

の
場
合
に
は
、K

＝
０

区
画
室
又
は
区
画
室
群
の
正
規
化
さ
れ
た
長
さ
に
つ
い
て
は
、

Jn
は
、
Ｊ
又
は
Jm
の
小
さ
い
方
の
値
を
と
る
。

1.1.1

考
慮
す
る
区
画
室
又
は
区
画
室
群
の
限
界
が
船
尾
端
又
は
船
首
端
の
い
ず
れ
と
も
一
致
し
な
い
場
合
に

は
、Ｊ

≦
J
k

の
と
き
は
、

p
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の
と
き
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1.1.2

考
慮
す
る
区
画
室
又
は
区
画
室
群
の
船
尾
側
の
限
界
が
船
尾
端
と
一
致
す
る
場
合
又
は
考
慮
す
る
区
画
室

又
は
区
画
室
群
の
船
首
側
の
限
界
が
船
首
端
と
一
致
す
る
場
合
に
は
、

Ｊ
≦
J
k

の
と
き
は
、

p
(
x1
,
x2
)＝
１２

(
p
１ ＋

J
)

Ｊ
＞
J
k

の
と
き
は
、

p
(
x1
,
x2
)＝
１２

(
p
２ ＋

J
)

1.1.3

考
慮
す
る
区
画
室
又
は
区
画
室
群
が
全
区
画
の
長
さ
（
Ls
）
に
わ
た
つ
て
延
び
て
い
る
場
合
に
は
、

p
(
x1
,
x2
)＝
１
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